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o
長
尾
巧
.
筑
豊
爽
快
暦
と
古
期
親
密
蟹
の
境
界
の
職
質

筑
盤
石
灰
暁
光
曾
月
報
第
二
十
一懸
第
二
甘
五
十
五
餌
ー

大
正
十
四
年
九
月

此
問
題
に
二
の
異
な
る
見
解
が
み
ろ
.
共

一
は
央
炭
静
沈
硫
駒
Llこ
南
北

向
の
噺
静
叉
は
地
裂
か
生
じ
.
其
総
状
地
域
に
爽
炭
府
が
沈
硫
L
i1
Jヾ

富
ひ
其
l
汗

爽
供
滑
沈
横
縁
_ニ
南
北
向
の
噺
滑
叉
は‡
検
収
か
生
じ
i1
亡

言
ふ
の
で
前
者
は
給
水
敏
博
士
.之
和
親
4
･後
者
は
矢
部
最
先
博
士
之
か

唱

へ
il
TQ
も
の
で
あ
る
.
筑
幾
炭
田
炭
厨
の
格
淡泊
に
は

1
頓
特
異
の
癖

が
あ
っ
て
地
層
は
多
-
iii
北

々
西
よ
り
筒
々
束
に
走
り
四
方
に
て
は
束

に
塘
射
し
鬼
に
Y
は
突
然
泌
略
し
て
田
カ
.1
愈
斜
サ
ろ
.
従
っ
て
向
斜

軸
は
光
線
に
近

い
｡
定
に
建
向
に
や
ゝ
斜
な
ろ
多
-
¢
票

灯
rhfJ
断
層
が

あ
り
概
し
て
西
洋
で
み
ろ
O
七
は
本

炭

田
の
聴
線
光
る
酢
は

7
の
向
斜

で
東
西
の
境
界
線
の
性
質
が
興
っ
て
ゐ
ろ
｡
即
ち
束
四
.1
甘
期
岩
牌
が

あ
あ
t}
束
で
は
常
に
断
厨
で
あ
る
が
西
で
は
不
賂
合
で
あ
る
｡
著
者
は

此
株
週
は
給
水
博
士
の
見
解
の
如
-
し
て
.
も
し
山
間
り
凹
所
に
洗
液

L
i-l撃

二
組
厨
が
後
に
四
方
よ
り
氷
菓
L
i1
桟
魔
力
ね
受
け
ii
も
の
?,

す
る
も
よ
い
が
寧
ろ
爽
炭
層

‥
沈
砥
後
に
辿
つ
㍗
地
質
班
勅
の
馬
め
平

準
で
あ
っ
i1
地
厨
が
北
々
.a
-
両

々
斑
に
速
る
多
-
り
略
は
平
行
L
i･i

地
塊
にこ
分
れ
各
隈
域
の
東
邦

が
四
部
に
此
し
相
射
的
に
多
-
落
下
し
il

T
ilti
nLqな
し
て
其
後
の
授
蝕
で
西
部
_こ
青
柳
岩
滑
が
輸
出
す
る
に
到

蹄
鉄
､
新
著
紹
介

つ
i1
と
考
ふ
ろ
カ
が
就
明

が糟単
で
あ
る
ミ
紡
ん
で
ゐ
る
｡

(
鈴
水
博

の
訊
ね
非
な
-
TJ
す
る
_二

は
もつ
･rJ
力
率
的
_こ
脈
-
の
安
は

な

い
で
あ

ら
-
か
o
単
に
説
明
が
珊
畢
な
り
?)
の
理
由
で
不
充
分
な
る
細
論
か
す

る
串
が
許
さ
れ
る
TJ
に
思
ほ
れ
な
い
)
0
(杭
-I
)

0
長
尾
巧
1
位

健

保

炭

田

だ

唐
津

炭

田

と

の
関
係

親
盤
石

炭
研
染
組
合
月
報
節
二
十
二
各
務
こ
官
六
十
鵬
大
.g
十
五
年
二
月
.

店
搾
佐
放
伐
紳
炭
田
の
関
係
は
す
で
tこ
大
築
撃
士
の
述
べ
ii
如
-

で

佐

世
保
爽
炭
厨
は
粧
食
的
に
介
他
石
存
含
め
ろ
純
色
砂
岩
上
に
促
し
後
者

は
死
に
整
合
的
に二
倍
砕
炭
厨
の
上
倣
_こ
あ
る
か
知
る
0
故
に
珂
北
九
州

炭
田
坤
鼓
上
位
は
佐
他
保
爽
炭
層
ミ
認
め
ろ
｡
純
色
の
介
他
石
み
る
砂

岩
は
即
ち
著
者
が
以
前
芦
屈
層
群
+}
命
じ
㌣
も
の
に
わ
i1
リ
｡
上
申
部

始
新
見
は
上
部

始
新
叱
る
べ
-
佐
世
保
東
熊
厨
は
上
部
始
新
又
は
下
部

漸
新
な
ら
ん
+)
思
は
れ
る
O
低
位
保
供
贈
り
下
郎
よ
り
B
ra
c
h

yod
u
s

J
a
p
rm
icu
s
M
ats
u
m
o
to
な
ろ
偶
蹄
轍
が
出
六
番
か

徳
永
博
士が
報

じ
iiの
で
下
部
漸
新
で
あ
る
TJ
い
ふ
確
記
か
絡
t
o
智
者
は
瀬
は
此
炭

層
の
関
係
793群
別
tこ
親
越
し
て
ゐ
ろ
.

へ晴
乳
轍
が

時
代
判
定
に
過
大

税
さ
れ
が
ち
で
br.1
ろ
)
0
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北

海

道

火

山

湖

研

究

概

穐

田
中
滑
空

香

北
鴇
法
頗
密

行

四
六
倍
限

一
五
五
茸

大
正
十
四
年
十

l
月
印
刷

本
報
皆
は
北
車
道
本
品
の
電
光
火
山
湖
に
訊
い
て
湖
沼
撃
的
紺
壁
か

記
述
し
ii
も
の
で
あ
る
｡
著
者
は
大
正
五
年
以
兆
調
査
.1
従
ひ
､
大
正

望

七
三



地

球

第
六
巷

十

1
年
定
期
北
鴻
道
頗
爆
詐
ミ
し
て
再
び
あ
る
轍
水
か
詞
萱
し
た
｡
本

編
に
細
斌
さ
れ
た
棚
水
は
次
の
八
肝
で
あ
る
O
(
〓

屈
斜
路
湖
､
摩
周

榔
二

二
〕阿
寒
湖
.
パ
ン
ケ
柑
~
(
≡
)然
別
招

.

(
四
童

箇
糊
､
(
五
)

タ
ブ
空
フ
ウ
シ
湖
~
カ
ル
か
ス
紹
rJ党
別
火
山
地
方
)I
(
六
)洞
爺
湖
J.

(七
).年
月
湖
､
岩
雄
茸
大

鋸

､
長
沼
､
狐
狗
独
棚
､
(八
)大
鋸
.
小
沼

源
詫
準

駒
ケ
獄
火
山
地
方
)O
各
糊
tこ
就

い
て
附
妃
の
地
貌
ー
湖
水
成

田
.
軸
岸
.
軸
捻
形
態
.
定

常

液
へ
セ
イ
シ
こ

､
受
水
.
排
水
.
水
他

水
泡
､
水
色
､
水
の
透
明
度
..
水
質
､
生
物
､
底
質
､
利
用
等
私
道
だ

詳
細
_こ
記
さ
れ
て
み
ろ
｡
附
す
る
に
Tt
ロ
-
顔
イ
ブ
版
へ風
虎
)七
輩
､

附
近
の
地
形
在
も
未
は
L
t
湖
水
輝
度
固
十
弗
.
他
の
風
儀
三
栄
及
師

岡
わ
以
て
親
等
に

1
厨
の
生
形
か
準

乙
て
摺
る
O
我
国
で
は
稀
に
観
ろ

湖
将
軍
的
瀦
萱
草
で
み
ろ
｡
猫
り
潮
田
嬰
に
腎
炎
す
る
所
が
大
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
､
飴
り
知
ら
れ
て
な
い
北
特
赦
の
火
山
私
明
に
L
i1
鮎
に

於
て
も
韻
賓
花
砲
撃
報
文
で
あ
る
.

〇
鵡
川
琢
治
分
解
地
包

重

用
大
阪
博
多
成
象
堂
密
行

大
サ
五
十
祖
糎
×
七

十
人
糎

各
某
別
放
地
名
党
別
付
足
慣
五
拾
践

駄
誹

幣

里

確

配
頑

コ

大
等

葦

三
月
芳

従
兆
各
肺
腺
の

一
枚
の
地
圏
t,
し
て
世
に
行
は
れ
て
居
ろ
も
の
は
地
蟹

的
現
解
の
な
い
人
連
の
手
で
描
か
れ
蟹
行
さ
れ
て
居
ii
が
潜
め
に
.
也

形
は
金
々
不
明
で
あ
る
し
､
町
や
市
の
炭
の
大
4t,り
考

へ
心
地
岡
か
ら

喋
ら
れ
光
か
つ
i1
｡
菅
韓
は
愛
_こ
小
川
戊
の
分
脈
地
固
私
事
に
す
る
こ

亡
が
出
兆
て
各
館
瓶
の
地
歩
的
の
現
象
か
研
究
し
.
地
理
的
嬰
乗
か
接

す
歩
合
にニ
静
岡
的
で
終
カ､
-
都
合
の
よ

い
､
富
ひ
換

へ
れ
ば
大
衆
的
な

第

7
蝶

品

七
四

地
閲
に
勧
め
て
仙
骨
づ
4i
の
で

み

ろ
｡
園
の
特
長
ね
こ
≡

述
べ
ろ
?,

地
形
な
衷
は
す
燭
め
_二
に
鴇
技
官
米
.
二
甘
発
.
四
官
光
､
六
甘
光
､

八
甘
兆
.
千
光
等
の
同
高

潔
が
拭
か
れ
且
つ
敬
階
の
故
色
で
高
低
が

一

日
に
則
る
様
に
な
っ
て
店
る
｡
且
つ
官
光
以
下
は
平
地
tJ基
地
U
で
設

包
む
辺

へ
て
居
ろ
｡
其
の
色
食
も
わ
よ
り
池
-
な
-
て
敦
親
和
見
ろ
邪

魔
に
な
っ
て
居
な

い
0
市
及
人
口

l
蕗
以
上
の
町
は
赤
色
で
鮮
胎
が
示

ruれ
て
居
ろ
の
も
嬉
し
い
｡
純
水
や

州
の
生
野
郡
が
藍
で
故
旬
さ
れ
て

ゐ
る
の
は
総
論
で
あ
る
が
大
阪
府
国
共
に
放
け
る
大
阪
母
は
三
色
で
拭

健
が
示
さ
れ
.
蛾
賀
熔
固
菜
で
は
琵
琶
湖
の
探
度
が
同
探
線
で
描
か
れ

て
居
ろ
｡
村
名
の
字
憶
が
明
瞭
で
あ
ろ
6)徳
甚
だ
よ
い
.
柑
界
は
記
入

さ
れ
て
居
り
ー
全
部
の
大
字
名
tJ多
-
の
小
学

も
改
組
さ
れ
て
居
ろ
O
･

魯
魚
の
訳
ーェ
極
め
て
稀
で
寧
ろ
日
本
地
図
帖
よ
り
も
此
鮎
は
勝
っ
て
周

る
三
石
へ
ろ
｡
静
通
の
他
国
は
折
る
+)
切
れ
易

い
が
､
之
か
防
ぐ
食
め

_二
本
樹
は‡
慕

打
さ
れ
て
ゐ
ろ
の
は
繁
用
か
主
眼
1)
し
て
周
る
の
か
楼
梯

し
て
屠
る
J]
看
ら
れ
る
0
地
名
索
引
は
別
放
な
た
L
i1
小
股
子
で
之
に

は
濁
り
地
名
許
り
で
瀬
-
岡
上
改
組
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
に
亘
っ
て
居
て

雄
略
天
畠
陵
も
め
れ
ば
生
野
中
蝉
校
も
あ
り
.
之
等
の

位混
む
地
岡
上

に
直
11
接
し
求
め
終
る
か
ら
甚
だ
便
利
で
あ
る
｡
本
分
願
地
陶
は
引
賦

与
撃
灯
さ
れ
岬
-
呈

一句
ふ
‥
ミ
で
あ
る
が
.
'･,),つ
か
日
本
虫
部
に
亘
っ

て
早
-
公
tこ
さ
れ
i1
い
も
の
で
あ
る
｡
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